
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
て

問
部
活
動
地
域
移
行
の
ど
真
ん
中

に
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
で

あ
る
。
部
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
思
春

期
と
い
う
大
切
な
時
期
に
感
性
を
磨
き
、

心
身
を
鍛
え
て
、
社
会
性
や
自
己
肯
定

感
な
ど
、
そ
の
後
の
人
生
で
大
切
な
も

の
を
身
に
つ
け
る
、
と
て
も
重
要
な
意

義
や
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
移
行

後
も
そ
の
意
義
や
価
値
を
損
な
わ
な
い

よ
う
全
力
で
体
制
整
備
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
旭
市
は
多
種
多
様
な
人
材
の

宝
庫
。
指
導
者
に
値
す
る
人
物
、
団
体

は
多
い
と
思
う
が
、
教
育
長
い
か
が
か
。

答
部
活
動
の
地
域
移
行
で
大
切
に

し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
林
晴

道
議
員
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず

は
「
子
ど
も
を
真
ん
中
」
に
置
い
た
改

革
で
あ
る
こ
と
。
子
ど
も
は
地
域
全
体

で
育
て
る
こ
と
。
教
員
の
働
き
方
改
革

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。
地
域
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希
望
を
持

ち
な
が
ら
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

地
域
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
そ
の
成
長

を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
市

に
は
子
ど
も
た
ち
を
指
導
可
能
な
人
材

が
豊
富
。
様
々
な
世
代
が
指
導
者
と
し

て
参
画
し
や
す
い
よ
う
に
、
本
市
に

合
っ
た
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の

費
用
負
担
に
関
し
て

問
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症

し
重
篤
化
し
た
場
合
、
保
護
者

は
入
院
費
や
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負

担
を
強
い
ら
れ
る
。
2
0
2
4
年
３
月

26
日
に
薬
事
承
認
さ
れ
た
ベ
イ
フ
ォ
ー

タ
ス
を
６
か
月
未
満
の
乳
児
に
接
種
す

る
こ
と
が
、
重
篤
化
を
防
ぎ
医
療
費
や

経
済
負
担
を
軽
減
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

定※

期
接
種
に
な
る
ま
で
の
間
、
高
額
な

費
用
を
製
薬
会
社
が
負
担
す
る
と
い
う

よ
う
な
話
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
全
て
の

６
か
月
未
満
の
乳
児
を
対
象
と
し
た
本

市
の
対
策
や
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
と
し
て
は
今
後
の
国
や
県
、

他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
医
師
会
、
中
央
病

院
な
ど
の
先
生
方
、
専
門
家
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
対
策
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
令
和
５
年
度
決
算
に
関
し
て

◦
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て

※�

定
期
接
種
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
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Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
本
市
に
お
い
て
、
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
基
づ

き
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
か
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
が
設
置
さ
れ
、

民
間
か
ら
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
迎
え
、
職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
今
後
は

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し
て
い

く
予
定
。

問
効
率
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

改
革
に
つ
い
て
、
現
在
本
市
で

進
め
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
、
効
率
化

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
ん

な
も
の
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
国
が
推
し
進
め
て
い
る
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
共

通
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

に
よ
る
効
率
化
、
利
便
性
向
上
へ
の
対

応
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
庁
舎
に
来

な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る
、
行
か
な

い
窓
口
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。ほ
か
に
も
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
先
進
団
体
の

情
報
な
ど
も
収
集
し
、
本
市
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く
予
定
。

相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て

問
相
続
未
登
記
の
不
動
産
に
つ
い

て
、
現
状
と
相
続
未
登
記
の
土

地
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
６
年
４
月
末
現
在
で
、
相

続
未
登
記
の
件
数
は
３
２
５
２

件
。
市
内
が
３
１
９
５
件
、
市
外
が
57

件
。
固
定
資
産
税
は
、
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
相
続
人
代
表
者
を
指
定
し

納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
。

問
未
登
記
の
不
動
産
が
公
共
事
業

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
相
続
未
登
記
の
場
合
、
相
続
人

の
確
認
等
に
時
間
が
か
か
り
、

道
路
の
改
修
や
農
地
集
約
な
ど
が
進
ま

な
い
こ
と
が
課
題
。
相
続
人
が
多
い
場

合
や
所
有
者
不
明
の
場
合
、
手
続
き
が

複
雑
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

問
登
記
の
義
務
化
の
周
知
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
具
体
的
に
対
応

を
考
え
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

答
本
市
で
は
死
亡
届
を
受
理
し
た

際
な
ど
に
配
布
す
る
冊
子
や
、

広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
制

度
改
正
の
内
容
等
を
掲
載
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
す
る

際
に
、
制
度
の
説
明
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
同
封
し
て
い
る
。
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